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７
月
２９
日
の
テ
レ
ビ
神
奈

川
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ハ
ー
バ
ー
」

に
日
髙
義
博
理
事
長
・
学
長

が
出
演
し
た
∥
写
真
。

石
巻
専
修
大
学
訪
問
の
様

子
、
新
書
版
「S

I
L
i
b
r
e

t
t
o

」
（
エ
ス
ア
イ
・
リ
ブ

レ
ッ
ト
）
刊
行
、
地
域
振
興

へ
の
取
り
組
み
な
ど
大
学
紹

介
を
行
っ
た
。
ま
た
、
８
月

４
日
か
ら
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム

ほ
か
で
行
わ
れ
た
「
２
０
１

１
専
大
カ
ッ
プ

神
奈
川
県

学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大

会
」
に
つ
い
て
の
紹
介
も
行

わ
れ
た
。

ラ
ト
ビ
ア
語
の
通
訳
・
翻

訳
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
２
０
０
７
年
の

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ラ
ト

ビ
ア
初
訪
問
の
際
は
、
通
訳

を
務
め
た
。
日
本
で
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
ラ
ト
ビ

ア
文
学
の
紹
介
に
情
熱
を
燃

や
し
、専
大
の
総
合
講
座「
翻

訳
文
化
論
」
で
は
、
講
師
と

し
て
教
壇
に
立
つ
。

ロ
シ
ア
語
通
訳
を
始
め
た

９２
年
、
ラ
ト
ビ
ア
の
文
化
大

臣
で
「
百
万
本
の
バ
ラ
」
の

作
曲
で
も
知
ら

れ
る
ラ
イ
モ
ン

ズ
・
パ
ウ
ル
ス

さ
ん
と
出
会
っ

た
。
出
迎
え
の

成
田
空
港
で
、

ロ
シ
ア
語
で
声

を
か
け
る

と

「
英
語
で
も
い

い
の
で
す
よ
」

と
返
さ
れ
た
。

そ
の
一

言

は
、
旧
ソ
連
な

ど
に
支
配
さ
れ

続
け
、
自
国
の

文
化
を
封
じ
込

め
ら
れ
た
ラ
ト
ビ
ア
人
の
苦

い
思
い
と
誇
り
を
示
さ
れ
た

よ
う
だ
っ
た
。
言
語
に
対
す

る
尊
厳
を
知
る
と
同
時
に
、

バ
ル
ト
三
国
の
ひ
と
つ
の

「
小
さ
な
国
」
へ
の
興
味
が

募
っ
た
。

「
日
本
語
を
教
え
た
い
」。

現
地
に
手
紙
を
出
し
、
９３

年
、
首
都
リ
ガ
の
日
本
語
学

校
の
教
師
と
し
て
着
任
。
そ

こ
に
は
手
つ
か
ず
の
自
然

と
、
素
朴
で
い
て
豊
か
な
文

化
と
暮
ら
し
が
待
っ
て
い

た
。生

徒
は
５
歳
児
か
ら
高
校

生
、
社
会
人
ま
で
。
当
時
は

旧
ソ
連
か
ら
独
立
し
た
ば
か

り
。
国
づ
く
り
へ
の
情
熱
に

燃
え
、
急
速
な
経
済
発
展
を

遂
げ
た
日
本
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
。
「
授
業
中
は
質
問

攻
め
に
さ
れ
ま
し
た
」。

滞
在
は
１
年
の
予
定
が
１６

年
に
。
そ
の
間
、
日
本
語
教

師
の
ほ
か
大
学
講
師
、
在
ラ

ト
ビ
ア
大
使
館
員
も
務
め

た
。
ラ
ト
ビ
ア
大
学
大
学
院

で
は
文
学
・
民
俗
学
を
専
攻

し
た
。

英
文
学
科
に
学
ん
だ
専
大

時
代
も
言
語
に
ま
つ
わ
る
思

い
出
が
多
い
。
フ
ラ
ン
ス
語

非
常
勤
の
秋
枝
シ
ュ
ザ
ン
ヌ

講
師
か
ら
は
「
外
国
語
を
話

す
時
は
、
日
本
語
で
考
え
て

は
い
け
ま
せ
ん
」
と
教
わ
っ

た
。音

感
と
文
字
に
魅
せ
ら

れ
、
ロ
シ
ア
語
を
身
に
つ
け

た
。「『
就
職
』
と
い
う
で
き

あ
が
っ
た
レ
ー
ル
に
乗
る
こ

と
に
背
を
向
け
」
卒
業
後
１

年
間
の
モ
ス
ク
ワ
留
学
は
、

第
２
の
故
郷
・
ラ
ト
ビ
ア
を

知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

創
立
１
３
０
周
年
記
念
映
画

『
学
校
を
つ
く
ろ
う
』
の
ホ
ー
ル

上
映
第
一
弾
が
８
月
２７
日
、
創
立

者
の
一
人
で
あ
る
相
馬
永
胤
の
出

身
地
・
滋
賀
県
彦
根
市
の
ひ
こ
ね

市
文
化
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
。

原
作
『
蒼
翼
の
獅
子
た
ち
』
の
著

者
・
志
茂
田
景
樹
氏
に
よ
る
講
演

と
映
画
上
映
が
行
わ
れ
、
市
民
ら

１
３
０
人
が
鑑
賞
し
た
。

志
茂
田
氏
は
「
相
馬
を
は
じ
め

と
す
る
４
人
の
若
者
は
、
何
も
な

い
と
こ
ろ
に
新
し
い
も
の
を
築
く

種
を
ま
い
た
。
ど
う
な
る
か
わ
か

ら
な
い
か
ら
、
新
し
い
も
の
を
築

こ
う
と
考
え
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
語
っ
た
。
続
い

て
、
神
山
征
二
郎
監
督
が
あ
い
さ

つ
。
上
映
終
了
後
に
は
大
き
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

専
修
大
学
北
上
高
校
が
１０

月
２８
日
に
創
立
６０
周
年
を
迎

え
る
の
を
記
念
し
、
校
友
会

岩
手
県
支
部
連
合
会
は
、
専

修
大
学
創
立
１
３
０
周
年
記

念
映
画
『
学
校
を
つ
く
ろ

う
』
の
上
映
会
を
開
催
す

る
。
一
般
市
民
の
入
場
可
。

■
日
時
‥
１０
月
２７
日
（
木
）

１８
時
３０
分

■
場
所
‥
北
上
市
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
ホ
ー
ル

（
岩
手
県
北
上
市
さ
く
ら
通

り
２
・
１
・
１
）
☎
０
１
９

７
（
６１
）
３
３
０
０

■
入
場
料
‥
１
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
‥
校
友
会
岩

手
県
支
部
連
合
会
☎
０
１
９

７
（
６１
）
２
１
３
１

◇日時：１１月１８日（金）１８時３０分開会

◇場所：神田キャンパス１５階「報恩

の間」

◇講師：㈲シン・トレーディング

代表取締役・江畑進一氏

◇対象：校友、本学学生（２０歳以

上）、育友、教職員、賛助

会員、一般

◇会費：学生２０００円 その他４０００円

◇定員：１２０人（先着順）

「
２
０
１
１
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
」
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。例
年
、鳳
祭
の
開
催

期
間
中
に
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
東
日
本
大

震
災
で
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

２
・
３
号
館
の
教
室
・
ゼ
ミ

室
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、

鳳
祭
で
９
・
１０
号
館
を
活
動

拠
点
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

従
来
ど
お
り
の
１０
号
館
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

◇

黒
沢
歩
さ
ん
著

２
冊
の
ラ
ト
ビ
ア

リ
ポ
ー
ト

「
専
大
校
友
を
訪
ね
て
」

登
場
の
黒
沢
歩
さ
ん
は
、
１６

年
間
の
ラ
ト
ビ
ア
滞
在
の
日

々
を
２
冊
の
書
に
綴
っ
て
い

る
。
『
木
漏
れ
日
の
ラ
ト
ヴ

ィ
ア
』
（
２
０

０
４
年
）
と『
ラ

ト
ヴ
ィ
ア
の
蒼

い
風
』（
０７
年
）

∥
い
ず
れ
も
新

評
論
。
同
国
を
知
る
バ
イ
ブ

ル
的
書
に
な
っ
て
い
る
。

９
月
末
に
は
、
黒
沢
さ
ん

が
翻
訳
の
一
部
を
担
当
し
た

東
欧
１０
カ
国
短
編
集
が
東
京

創
元
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
。

神
奈
川
県
相
模
原
支
部
と

東
京
都
町
田
支
部
の
メ
ン
バ

ー
１２
人
は
７
月
３１
日
、
地
元

の
清
掃
活
動
に
参
加
、
地
域

貢
献
に
努
め
た
。

相
模
原
市
と
町
田
市
が
共

同
で
実
施
し
た
境
川
周
辺
の

清
掃
活
動
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

動
植
物
が
生
息
す
る
境
川

は
、
両
市
住
民
の
憩
い
の

場
。
両
支
部
合
同
参
加
は
初

め
て
の
こ
と
。

当
日
は
小
雨
の
中
、
午
前

８
時
か
ら
２
時
間
、
地
元
の

自
治
会
、
環
境

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
と
共

に
ゴ
ミ
拾
い
に

励
ん
だ
。
渋
谷

隆
宏
相
模
原
支

部
長
（
昭
３３
商

経
）
は
「
今
後

も
で
き
る
だ
け

参
加
し
て
、
母

校
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
努
め

た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

〈
品
川
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
１
日
（
土
）
１７
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
「
五
反
田
」
駅
徒

歩
５
分
「
パ
ブ
ス
ナ
ッ
ク
・

あ
ん
こ
う
」
。

宇
治
眞
人

氏
☎
０
９
０
（
７
１
８
５
）

８
２
１
２

〈
富
山
県
支
部
連
合
総
会
〉

▽
１０
月
１
日
（
土
）
１６
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
「
富
山
」
駅
車
で

３
分
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
富
山
」

村
井

一
夫
氏
☎
０
７
６
６
（
５６
）

１
２
０
０（
太
閤
山
Ｃ
Ｃ
内
）

〈
３
２
会
総
会
〉

▽
１０
月
１
日
（
土
）
１２
時
３０

分
開
会
▽
専
修
大
学
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
１５
階
「
報
恩
の

間
」
。

田
部
俊
彦
氏
☎
０

４
７
（
４
３
８
）
８
１
５
４

〈
道
庁
鳳
会
総
会
〉

▽
１０
月
６
日
（
木
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
札
幌
市
営
地
下
鉄

南
北
線
「
中
島
公
園
」
駅
徒

歩
３
分
「
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ

ー
ト
札
幌
」

齊
藤
浩
郎
氏

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
４
１

１
１
（
内
線
２６
・
３
８
１
）

〈
葛
飾
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
８
日
（
土
）
１５
時
開

会
▽
地
下
鉄
千
代
田
線
・
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
「
金
町
」
駅
徒
歩

２
分
、
京
成
金
町
線
「
京
成

金
町
」
駅
徒
歩
１
分
、
ヴ
ィ

ナ
シ
ス
金
町
タ
ワ
ー
レ
ジ
デ

ン
ス
２
Ｆ
「
二
葉
会
館
」
。


須
藤
孝
一
氏
☎
０
９
０

（
９
０
０
５
）
７
５
０
０

〈
阿
賀
北
支
部
発
足
１０
周
年

記
念
総
会
〉

▽
１０
月
１５
日（
土
）１８
時
開
会

▽
Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線「
新
発
田
」

駅
徒
歩
１８
分
「
金
子
屋
別

館
」。
大
久
保
浩
二
氏
☎
０

９
０（
２
４
７
４
）３
１
２
３

〈
町
田
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
１５
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
小
田
急
線「
町
田
」駅
徒

歩
７
分「
町
田
市
民
ホ
ー
ル
」。


松
田
征
士
氏
☎
０
４
２

（
７
９
７
）
６
２
０
５

〈
流
通
研
究
Ｏ
Ｂ
会
〉

▽
１０
月
２０
日
（
木
）
１６
時
開

会
▽
専
修
大
学
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
１５
階
「
報
恩
の
間
」


高
村
佳
延
氏
☎
０３
（
３
９
１

８
）
５
２
５
５
（
㈱
サ
カ
ガ

ミ
内
）

〈
川
崎
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
２２
日
（
土
）
１６
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
「
武
蔵
中
原
」
駅

前
「
エ
ポ
ッ
ク
な
か
は
ら
」


浅
地
究
氏
☎
０
４
４
（
７

８
８
）
９
８
５
５

〈
岐
阜
連
合
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
２２
日
（
土
）
１３
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
「
岐
阜
」
駅
車
で

１５
分
「
岐
阜
都
ホ
テ
ル
」


野
口
晃
男
氏
☎
０
９
０
（
２

６
１
４
）
０
４
３
０


大
阪
・
兵
庫
合
同
支
部
総

会


▽
１０
月
２３
日
（
日
）
１４
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
「
大
阪
」
駅
直
結

「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大

阪
」
。

大
阪
支
部
∥
高
松

伊
太
郎
氏
☎
０６
（
６
２
０

３
）
６
８
７
７
。
兵
庫
支
部

∥
武
田
克
之
氏
☎
０
７
８

（
６
５
２
）
３
４
３
３

〈
愛
知
県
支
部
総
会
〉

▽
１０
月
２３
日
（
日
）
１２
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
「
豊
橋
」
駅
徒
歩

１０
分
「
ボ
レ
ロ
豊
橋
」
。


竹
本
一
義
氏
☎
０
５
２
（
３

９
８
）
３
０
３
８

朝
の
通
勤
電
車
で
、
肩
に
大
き
な
バ
ッ

グ
を
か
け
た
女
性
と
時
々
乗
り
合
わ
せ

る
。混

ん
だ
電
車
で
は
背
中
の
リ
ュ
ッ
ク
や

肩
に
か
け
た
か
ば
ん
は
、
前
に
抱
え
る
よ

う
に
注
意
を
促
す
駅
で
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど

を
見
か
け
る
が
、
そ
の
女
性
は
、
い
つ
も

携
帯
電
話
の
操
作
を
し
て
い
て
、
肩
か
ら

バ
ッ
グ
を
下
ろ
そ
う
と
し
な
い
。
朝
は
結

構
混
む
電
車
で
、
電
車
が
揺
れ
る
た
び
に

ぶ
つ
か
る
バ
ッ
グ
が
周
囲
の
人
の
顔
を
曇

ら
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
気
が
つ
か
な

い
。
注
意
し
よ
う
と
何
度
か
思
っ
た
が
、

な
か
な
か
声
が
出
せ
な
い
。

と
こ
ろ
が
先
日
、
そ
の
女
性
が
私
の
真

ん
前
に
立
っ
た
。
そ
の
朝
は
こ
と
さ
ら
に

電
車
が
混
ん
だ
日
で
、
荷
物
い
っ
ぱ
い
の

彼
女
の
バ
ッ
グ
が
、
私
の
腕
に
食
い
込
ん

で
く
る
。
あ
ま
り
の
痛
み
に
耐
え
切
れ
ず

「
す
み
ま
せ
ん
。
か
ば
ん
が
痛
い
ん
で
す

け
ど
…
」
と
声
を
出
し
て
い
た
。

振
り
向
い
た
女
性

は
、
最
初
キ
ョ
ト
ン

と
し
て
い
た
が
、
自

分
の
バ
ッ
グ
が
引
き

起
こ
し
て
い
る
事
態

に
気
付
く
と
「
あ

っ
。
す
み
ま
せ
ん
。

大
丈
夫
で
す
か
？
」

と
バ
ッ
グ
を
肩
か
ら
下
ろ
し
た
。
電
車
を

降
り
る
際
に
も
「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
ペ
コ
リ
と
頭
を
下
げ
て
歩
み
去
っ
て
行

っ
た
。そ
れ
以
降
、何
度
か
見
か
け
る
彼
女

は
、
肩
の
バ
ッ
グ
を
片
手
に
持
ち
替
え
、

電
車
に
乗
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

彼
女
は
、
自
分
の
背
後
に
ま
で
気
が
回

ら
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
電
車
内
の
マ

ナ
ー
も
、
知
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
と
自

分
の
行
為
を
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
で
も
、
自
分
の
言

動
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
あ
た
る
こ
と
に

気
が
つ
か
な
い
人
が
い
る
場
合
が
あ
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
も
知
っ
て

い
る
。
で
も
、
何
か
を
知
っ
て
い
る
こ
と

と
、
知
っ
て
い
る
こ
と
を
実
践
で
き
る
こ

と
は
、
必
ず
し
も
結
び
付
か
な
い
こ
と
が

あ
る
。
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
や
悲

劇
が
生
ま
れ
る
。

あ
な
た
の
言
動
や
態
度
の
端
々
、
誰
か

の
心
を
曇
ら
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

食
い

込
ん
で
傷
を
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

開
放
的
な
夏
休
み
も
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
こ
の
時
期
に
、
一
度
、
じ
っ
く
り
と
自

分
を
見
つ
め
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
古
瀬
瑞
子
）

校
友
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

相馬永胤の出身地・
彦根で「記念映画」上映

日髙理事長・学長が

テレビ神奈川に出演

ホホ
ーー
ムム
カカ
ミミ
ンン
ググ
デデ
ーー
中中
止止
にに

▲ サインする志茂田景樹さん

創立者の一人

ワインの歴史や効能について学ぶ

第６回ワイン大学

１０
月
に
校
友
会
岩
手
県
支
部
連
合
会

主
催『
学
校
を
つ
く
ろ
う
』上
映
会
開
催

「
知
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
で
き
な
い
こ
と
」

専
大
北
上
高
６０
周
年
記
念

相
模
原
支
部
と
町
田
支
部
が

合
同
で
地
元
清
掃
活
動
参
加

文化大臣との出会いが原点

ラ
ト
ビ
ア
文
学
の
紹
介

翻
訳
・
通
訳
で
活
躍

▲ 両支部の清掃活動合同参加は初めて

く
ろ

さ
わ

あ
ゆ
み

黒
沢

歩
さ
ん（

平
３
文
）
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